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Ⅰ 相模原市立博物館概要 

  

 1  設立の経緯 

 

昭和５３年１２月、郷土懇話会や文化協会ほか８団体の連名で「博物館設置要望書」が

市長に提出された。翌年、文化関係６団体からなる文化財研究協議会が結成され、ここで

博物館設立について熱のこもった論議が行われた。設立総会での神崎彰利氏の講演

「郷土の文化を守るために＝地域博物館の意義と役割」を理論的柱として、建

設促進のための活動が展開された。 

こうした市民の積極的な行動と同時に、昭和５５年、市総合計画の中に「博物館・美術

館などの文化施設の検討」が盛り込まれ、昭和５６年４月に社会教育課に博物館準備係が

設置され、博物館設立の第一歩が踏み出された。設立の過程で幾つかの問題があったが、

最大の難問は建設用地で、旧米軍キャンプ淵野辺跡地処分決定に６か年を要したが、博物

館をつくる懇話会が提言した“自然環境にめぐまれた”用地が確保された。 

平成７年１１月２０日（市制記念日）に開館。開館後は１階の常設展示やプラネタリウ

ムを中心に、特別展や講座・教室・観察会など、子どもから年長者までだれもが楽しく学

べるよう、さまざまな事業を行っている。 

   

 

２ 設置目的 

 

郷土の自然及び文化並びに天文に親しむとともに、これらに関する理解を深める場を市

民に提供することにより、郷土を愛する心をはぐくみ、生涯学習の振興を図り、もってい

きいきとした市民文化の創造に寄与するため、博物館法（昭和 26年法律第285号）第２条

第１項に規定する博物館として、相模原市立博物館を相模原市中央区高根３丁目１番１５

号に設置する。（市立博物館条例第２条） 

 

当館の特徴…自然（動物・植物・地質・天文部門）、人文（考古・歴史・民俗・地理部

門）両分野にわたる総合博物館で、プラネタリウムを併設する博物館法に基づく登録博物

館（H7.11.20神奈川第32号） 
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 ３ 略年 

 

  年   月 

昭和５５年 ４月 

昭和５６年 ４月 

昭和５６年 ６月 

昭和５６年１０月 

昭和５８年 ２月 

昭和５８年 ６月 

昭和５９年 ３月 

平成 ２年１１月 

 

平成 ３年 ４月 

平成 ３年 ５月 

平成 ３年 ７月 

平成 ３年 ８月 

 

平成 ３年 ９月 

平成 ４年 １月 

 

平成 ４年 ２月 

 

平成 ４年 ５月 

 

 

平成 ５年 ６月 

平成 ６年 ８月 

   

 

事             項 

相模原市総合計画に建設の検討が盛り込まれる 

 社会教育課に博物館準備係を設置 

 博物館をつくる懇談会を設置 

 博物館をつくる懇談会から建設構想策定の提言 

 （仮称）相模原市立博物館基本構想策定 

 展示専門委員会の設置 

 博物館展示基本計画の策定 

 国有財産関東地方審議会において博物館建設用地の処分が認めら

れる。（仮称）相模原市立博物館建設基本計画策定 

 博物館建設事務所設置 

 建築設計候補者選考委員会の設置 

 建築設計プロポーザル提案図書提出 

 建築設計者の決定 

 博物館をつくる懇談会市長へ意見書を提出し解散 

 建築基本設計着手 

 建設用地の取得 

 展示プロポーザル提案図書の提出 

 展示設計・施工候補者選考委員会設置 

 展示設計・施工者の決定 

 建設実施設計及び展示実施設計着手 

 プラネタリウム等候補機種選考委員会の開催  

博物館建設工事・展示工事・プラネタリウム等設備工事契約 

 

天体観測機器設置工事契約 

 

 
平成 ７年 ３月 

 

平成 ７年 ７月 

平成 ７年１０月 

     

 

平成 ８年 ５月 

平成 ８年１０月 

平成 ９年 ４月 

 

 相模原市立博物館条例制定 

登録原簿への登録を受ける（記号番号 神奈川第３２号） 

博物館建設工事竣工 

展示工事・プラネタリウム等工事・天体観測機器設置工事竣工 

  

入館者１０万人達成記念式典（５月１９日） 

平成８年度第４１回神奈川建築コンクール最優秀賞受賞 

障害者・高齢者・ひとり親家庭等の家族に対するプラネタリウム 

観覧料等の免除施策開始 

 

平成７年 11 月 20 日 開館 
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平成 ９年 ４月 

     

平成  ９年  ５月 

平成 ９年１０月 

平成 ９年１１月 

平成１１年１１月 

平成１２年  ５月 

隣接地に淵野辺公園第２駐車場（５０台収容）が完成し、博物館

駐車場と一体的な運用開始 

 １９９７年度日本建築学会作品選奨受賞 

 平成９年度通商産業省選定グッド・デザイン施設受賞 

 平成９年度第３８回建築業協会賞受賞 

 （11/21 入館者数５０万人を超える） 

公共建築賞優秀賞受賞 

平成１６年 １月 

 

平成１７年 ４月 

平成１７年１０月 

  

平成１８年１０月 

平成２２年 ７月 

平成２３年 ４月 

平成２３年 ８月 

 

平成２４年 ２月 

 

  (1/18 入館者数１００万人を超える) 

入館者１００万人達成セレモニー 

市立博物館シンボルマークを制定 

開館１０周年記念特別展「博物館１０年の歩み」を実施 

（10/22.入館者数１２０万人を超える） 

博物館資料調査員２名を配置（１９年４月より４名配置） 

小惑星探査機はやぶさのカプセル世界初公開 

天文展示室リニューアルオープン 

（8/28 入館者数２００万人を超える） 

入館者２００万人達成セレモニー 

全天周映画「HAYABUSA BACK TO THE EARTH」の観覧者が５万人を

超える 

 

４ 平成２３年度 博物館 重点目標 
 

■重点目標 

より親しまれる博物館とするための事業実施と調査研究を進めます。 

 

■重点施策 

（１）博物館ネットワーク計画を進めるため、情報の収集と発信を拡充します。 

（２）常設展示リニューアル計画を進めるため、具体的な展示手法等について検討します。 

（３）関係機関・学校や自为的に活動する市民などとの協力関係を強化します。 

（４）市史・町史の編さんを進め、「相模原市史 考古編」を刊行します。 

（５）博物館評価制度の研究を進めます。 

 

■施策の取り組み方針 

（１）施設利用者や事業参加者の視点を大切にしながら取り組みます。 

（２）安全への配慮を怠らぬよう取り組みます。 

（３）基礎的な資料の収集・整理と保存を確実に行い、その研究成果を事業に生かします。 
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Ⅱ 管理運営 
 

１ 組織及び職員 
 

（１）組織と事務分掌 

    
企画情報班 （６） 

 

     

    ・博物館運営の調査研究に関すること 

・博物館の利用承認等利用に関すること 

・博物館の維持管理及び秩序保持に関すること 
館 長 

   

   

    
学芸班 （９） 

 

     

    

・博物館資料の収集、整理、保管、展示及び調査研究に関すること 

・博物館資料の利用に関する説明、指導及び助言に関すること 

・博物館の各種事業の実施に関すること 

・他の博物館との連絡、協力、情報の交換及び博物館資料の相互貸借 

に関すること 

・図書館その他教育、学術又は文化に関する諸施設との協力及びその活

動の援助に関すること 

    

    

    
 市史編さん班 （６） 

 

   

    

・市史編さんに関すること 

・津久井町史編さんに関すること 

・歴史的資料の収集、調査・研究に関すること 

 
相模原市立博物館協議会 (１０) 

 

（２）職員 

(平成２４年３月３１日現在)             （平成２４年４月 1日現在） 

館長  井上 明夫 館長 菊地原 恒市 

     

企画情報班 総括副为幹 

为査 

天野 光洋   企画情報班 

松木 悟 

総括副为幹 

为査 

天野 光洋 

松木 悟 

 

 

为査 

为任 

岡本 正明 

髙取 英徳 

为査 

为査 

岡本 正明 

金井 理代 

 为任 金井 理代 为任（再任用） 横山 正 

 为任（再任用） 横山 正   

     

学芸班 総括副为幹 

指導为事 

木村 知之     学芸班 

上原 徹也 

総括副为幹 

指導为事 

木村 知之 

渡邊 直展 

 副为幹（学芸員） 土井 永好（歴史） 副为幹（学芸員） 土井 永好（歴史） 

 为査 有本 雅之（天文） 为査 有本 雅之（天文） 

 为査(学芸員) 加藤 隆志（民俗） 为査(学芸員) 加藤 隆志（民俗） 

 为査(学芸員） 秋山 幸也（生物） 为査(学芸員） 秋山 幸也（生物） 

 为査(学芸員) 河尻 清和（地質） 为査(学芸員) 河尻 清和（地質） 

 为任(学芸員) 河本 雅人（考古） 为任(学芸員) 正  洋樹（考古） 

 为任(再任用) 杉本 芳秋 为任(再任用) 杉本 芳秋 
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市史編さん班 担当課長(市史編さ

ん班担当) 

三樹 聖一  市史編さん班 担当課長(市史編さ

ん班担当) 

藤野 充 

 副为幹 佐藤 洋二 副为幹 佐藤 洋二 

 副为幹（町史担当） 守屋 博文 副为幹（町史担当） 守屋 博文 

 为査 

为任（町史担当） 

井上 泰 

草薙 由美 

为査 

为査（町史担当） 

井上 泰 

草薙 由美 

 为任（再任用） 加藤 康雄 为任（再任用） 加藤 康雄 

    

非常勤特別職  学習指導員２名 学習指導員２名 

  市史編さん特別顧問１名 

市史編さん調査員２名 

市史編さん調査員 1 名 

 

２ 博物館協議会 
 

（１）趣 旨 

博物館法に基づき、博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して

意見を述べる機関。 

 

（２）委員構成  任期２年 

  平成２１年１１月２０日～平成２３年１１月１９日 

氏  名 備     考 選出区分 

加 瀬 加寿恵 小学校教諭 
学校教育 

坂 口 滋 皓 高等学校教諭 会長 

川 井 義 則 市文化財研究協議会会長 
社会教育 

田 中 美奈子 市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会 副会長 

井 上 博 美 市女性学習グループ連絡協議会  家庭教育 

小 瀬 康 行 東京家政学院大学教授 

学識経験者 

青 木 雄 司 県立宮ヶ瀬ビジターセンター館長  

矢 野   創 宇宙科学研究所固体惑星研究系助教 

永 田 基 浩 
市民公募 

白 井 暁 彦 

 

平成２３年１１月２０日～平成２５年１１月１９日 

氏  名 備     考 選出区分 

加 瀬 加寿恵 小学校教諭 
学校教育 

山 口 文 男 高等学校教諭  

戸 塚 厚 生 市文化財研究協議会会長 
社会教育 

岡 井 浩 子 市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会  

井 上 博 美 市女性学習グループ連絡協議会  家庭教育 

小 瀬 康 行 東京家政学院大学教授        会長 

学識経験者 

青 木 雄 司 県立宮ヶ瀬ビジターセンター館長  副会長 

矢 野   創 宇宙科学研究所固体惑星研究系助教 

金 子 信 男 
市民公募 

霧 生 チエ子 
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（３）活動状況 

回 開催日 おもな内容 

１ ６月３０日（木） 当館の使命及び重点目標について 

２ ９月１４日（水） 「協議事項のまとめ」について 

３ ２月８日（水） 
 会長・副会長選出 
 協議会の概要 
 今後の予定について 

 

 

３ 施 設  
 

（１）施設概要 

ア 敷地面積   ９，９９９．４８㎡ 

イ 構造     鉄筋コンクリート造一部鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄筋造 

ウ 規模     地下１階・地上３階建て 

エ 建築面積   ５，０８１．０３㎡ 

オ 延床面積   ９，５１０．２４㎡ 

 
用 途 

  ・ 面 積 
为  な  室 内        容 

展
示
・
教
育 

展示スペース 

（１,９０７㎡） 

自然・歴史展示室 

（１,１７０㎡） 

「川と台地と人々のくらし」をテーマに５つのコーナーから

構成され、実物資料はもとより精密なレプリカやジオラマなど

を利用し、具体的で分りやすい展示がされている。 

天文展示室 

（１２７㎡） 

「宇宙の中のわたしたち」をテーマに、地球･太陽・恒星につ

いて理解を深められるよう展示がされている。 

特別展示室 

（４８７㎡） 
常設展示とは別に、様々なテーマでの特別展示が行われる。 

学習スペース 

（４５３㎡） 

実習実験室 

（９０㎡） 
各種講座・観察会等を開催 ６卓 ４８席 

情報ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰ 

（１２７㎡） 

郷土の自然や歴史に関する記録映像、参考図書を収集。子ど

も向けの図書もあり、自由に閲覧できる。 

大会議室 

（２３７㎡） 
各種講座・講演会等を開催 椅子席で２００人収容 

プラネタリウム 

（６４８㎡） 

プラネタリウム 

（６４８㎡） 

室内に２５０席を配置し、小学校の一つの学年が一度に観覧

できる。スクリーンは直径２３ｍのドーム型で、星空等の投影

のほか大型映像（全天周映画）を上映できる。 

保
管
・
研
究 

研究スペース 

（１,０３８㎡） 

市民研究室 

（２９４㎡） 

自然と歴史分野の研究室が２階にあり、天文分野の研究室が

１階にある。専門書の利用や学芸員への相談が行える。 

天体観測室 

（７４㎡） 

口径４０cm の反射望遠鏡が設置され、星空観望会等で実際に

天体の観測を体験できる。 

整理作業室ほか 
博物館資料の整理・加工・修理や調査研究を行うための諸室

が設置されている。 

収蔵スペース 

（１,５７０㎡） 
特別収蔵庫ほか 

各分野別資料を将来にわたって、安全・確実に保存するため

の収蔵庫が設置されている。 

管
理
・
共
用 

管理・共用 

  スペース 

（３,８９４㎡） 

事務室、喫茶室 

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟほか 

休憩コーナーや軽食のとれる喫茶室、博物館関連のグッズを

販売するミュージアムショップ、博物館の管理運営のための事

務室や機械室がある。 
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（２）施設管理 

施設の設備管理、警備、清掃業務は外部委託している。 

 

消防訓練 平成２３年 ５月２６日（木） 

平成２３年１１月１５日（火） 

平成２４年 １月２５日（水） 

 

 

４ 予 算 

 
      （卖位：千円） 

款 項 目 科目名 ２３年度予算額 

２４年度予算

額 財源内訳 ２３年度 

50 20 05 

生涯学習施設維持補修

費 

 

95 

 

80 

一般財源 95 

特定財源 0 

50 20 45 博物館費 235,670 257,267 

一般財源 218,451 

特定財源 17,219 

   計 235,765 257,347   

 

生涯学習施設維持補修費      

節 説明 

区分 金額 博物館の運営及び維持管理に要する経費 

１１需用費 95 経費内訳 ２３年度 ２４年度 

      １施設修繕料 95 80 

  計 95   95   計 95 80 

博物館費      

節 説明 

区分 金額 博物館の運営及び維持管理に要する経費 

０１報酬 8,571 経費内訳 ２３年度 ２４年度 

０４共済費 675 １博物館協議会経費  406 386 

０７賃金 8,070 ２施設運営費 38,668 38,673 

０８報償費 16,423  （１）資料収集保存経費 5,020 4,255 

０９旅費 1,062  （２）資料調査研究経費 1,790 1,894 

１１需用費 73,191  （３）展示・教育普及事業経費 4,612 5,853 

１２役務費 1,621  （４）プラネタリウム事業経費 26,864 26,139 

１３委託料 116,678  （５）その他運営費 382 532 

１４使用料及び賃借料 9,027 ３施設維持管理費 152,618 180,791 

１８備品購入費 218 ４市史編さん事業 42,220 35,966 

１９負担金、補助及び交付金 125  （１）相模原市史編さん事業 32,955  12,597  

２７公課費  9    （２）津久井町史編さん事業  9,265 23,369 

  ５一般事務費 1,758 1,451 

  計 235,670    計 235,670 257,267 

  合計 235,765    合計 235,765 257,347 
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Ⅲ 教育普及 
 

１ 入館者数 
 

（１）２３年度計    １３７，６０８人 

（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日） 

（２）総   計  ２，０７０，００３人 

（平成７年１１月２０日～平成２４年３月３１日） 

平成２３年８月２８日に入場者２００万人を超える。 

 

（３）詳   細 

月 入館者数 

プラネ

タリウ

ム総数 

一般 

投影 

全天周 

映画 

学習 

投影 

特別展 星空 

観望会 

講演会 

講座等 

観覧料 開館 

日数 

１日 

平均 
23年 4月 8,463 3,243 1,701 1,454 88 5,089  - 394 \1,093,940 26 326 

5 月 12,190 5,957 2,591 2,630 736 4,218 - 197 \1,983,450 25 488 
6 月 11,721 5,063 1,820 1,806 1,437 7,042 - 575 \1,568,580 27 434 
7 月 17,283 7,482 3,590 3,355 537 10,345 62 1,003 \2.455,280      27 640 
8 月 23,379 11,430 5,591 5,673 166 12,471 548 807 \3,690,870 27 866 
9 月 9,259 3,804 1,620 1,834 350 3,904 87 163 \1,262,970 26 356 

10 月 9,132 3,708 1,164 1,445 1.099 2,902 127 366 \1,126,880 26 351 
11 月 11,982 6,325 1,560 1,101 3,664 7,111 111 2,201 \967,860 24 499 
12 月 6,318 2,676 918 694 1,064 3,742 66 850 \586,090      23 275 

24年 1月 9,930 4,137 1,800 1,269 1,068 5,909 99 1,298 \1,106,850 24 414 
2 月 8,387 3,540 972 1,015 1,553 4,737 147 1,317 \749,330 25 335 
3 月 9,564 4,283 1,560 1,823 900 3,246 36 267 \1,188,760 26 368 

23 年度計 137,608 61,648 24,887 24,099 12,662 70,716 1,283 9,438 \17,780,860 306 450 

 ※（参考）開館からの総計 

7 年度 78,395 38,262 16.796 12,688 8,778 22,199 618 836 \11,099,520 107 733 

８年度 125,599 58,023 26,849 20,571 10,603 36,682 1,237 3,186 \18,187,120 300 419 

９年度 105,793 43,355 18,654 16,055 8,646 28,388 1,104 3,167 \12,233,880 300 353 

１０年度 107,306 45,038 18,577 17,747 8,714 24,779 624 5,696 \12,820,900 299 359 

１１年度 115,031 53,660 20,759 23,651 9,250 36,670 665 5,255 \15,325,720 295 390 

１２年度 111,161 46,879 17,302 18,777 10,800 31,658 634 5,258 \11,921,600 302 368 

１３年度 132,776 59,062 20,169 28,312 10,581 57,647 910 4,574 \14,329,780 305 435 

１４年度 119,068 48,791 19,702 18,277 10,812 55,672 925 4,277 \12,221,160 303 393 

１５年度 126,120 53,625 18,655 24,859 10,111 51,538 1,133 6,873 \13,904,050 302 418 

１６年度 111,610 45,780 19,555 16,139 10,086 39,551 1,050 5,148 \11,562,090 300 372 

１７年度 116,552 52,466 19,404 22,223 10,839 47,479 844 5,725 \12,776,280 301 387 

１８年度 113,605 52,948 16,783 25,516 10,649 49,588 773 6,896 \14,321,720 303 375 

１９年度 122,375 49,875 15,973 23,156 10,746 58,218 925 8,245 \13,369,000 304 403 

２０年度 128,124 52,294 18,612 22,017 11,665 58,436 1,294 11,517 \13,831,800 303 423 

２１年度 136,000 50,540 16,458 23,109 10,973 64,653 １,846  9,681 \13,679,160 303 449 

２２年度 182,880 78,991 22,457 44,068 12,466 103,988 1,861 6,249 \25,095,880 301 608 

２３年度 137,608 61,648 24,887 24,099 12,662 70,716 1,283 9,438 \17,780,860 306 450 

総  計 2,070,003 891,237 331,592 381,264 178,381 837,862 17,726 101,301 \244,460,520 4,934 420 
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２ 企画展等 
 

（１）通年展示「津久井の自然と文化」 

  ア 内 容 特別展示室の一部を使い津久井地域を中心とした展示を通年をとおして

行う。また、相模原市史および津久井町史の状況や成果、「さがみはらど

こでも博物館」の成果である「発見のこみち 勝坂」を紹介するととも

に、各種調査会の調査成果なども併せて展示するコーナーを設けた。 

  イ 期 間 ４月１日（金）～５月８日（日） ＊２２年度から継続 

  ウ 観覧料 無料 

  エ 構 成 ①相模原市史・津久井町史紹介コーナー 

        ②さがみはらどこでも博物館「発見のこみち勝坂」紹介コーナー 

        ③市民活動紹介コーナー 

        ④津久井地域の自然 

         （地質）関東山地と丹沢山地の地質 

         （生物）津久井地域の生物 

        ⑤津久井地域の歴史と文化 

         （考古）津久井の原始・古代遺跡 

         （歴史）地図にみる津久井の姿 

         （民俗）津久井の祭礼と行事 

 

（２）春季企画展「相模原市遺跡発掘調査成果展」 

  ア 内 容 過去およそ１０年間の市内遺跡に関する様々な調査成果に加え、直近に

行われた発掘調査の成果を速報的に提示し、考古学による歴史解明のた

めの新たな視点を模索する。発掘調査成果を市民に還元することにより、

埋蔵文化財保護や発掘調査に対する市民の理解と協力を促進することを

目的とした。  

  イ 期 間 ３月２０日（日）～５月８日（日） 

  ウ 共 催 文化財保護課 

  エ 協 力 (財)神奈川県公園協会 

  オ 観覧料 無料 

  カ 観覧者 ７，９８６人（４月１日～５月８日、２３年度のみ） 

  キ 関連事業   

    ４月 ３日（日） 展示解説 １４人 

    ４月１０日（日） 縄文体験教室第２回「土器づくり」 １７人 

    ４月１６日（土） 一日考古学体験 参加者 ９人 

    ４月１７日（日） 考古の日「さがみはら遺跡リレートーク」 １０２人 

４月２４日（日） 展示解説 ２０人 

５月 １日（日） 縄文体験教室第３回「火おこし･土器焼き･弓矢体験」１６人 

５月 ８日（日） 展示解説 ２５人 

 

（３）はやぶさ地球帰還１周年記念企画展「宇宙とつながる私たち～探査機に託したメッ

セージ～」 

  ア 内 容 私たちは地球を離れて遠い宇宙に旅立つ探査機にいったい何を託したの

か。「はやぶさ」の地球帰還１周年を迎えるにあたり、研究の成果や最先

端の技術ではなく、あえて社会との接点に着目して、これまでの太陽系

探査を振り返った。 

  イ 期 間 ５月２８日（土）から８月１７日（水）まで 

  ウ 観覧料 無料 

  エ 広 報 市広報、ホームページ、ポスター、チラシ 
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  オ 構 成 ①メッセージを載せた探査機たち 

        ②思いを込めて 

        ③人事を尽くして 

        ④称える 

        ⑤社会現象 

  カ 観覧者 ２６，３６９人 

  キ 関連事業 

６月１３日（月） 

はやぶさ地球帰還１周年記念特別上映 参加者：２１０人 

講師：上坂 浩光 氏（有限会社ライブ代表取締役・「HAYABUSA 

BACK TO THE EARTH」監督） 

６月１３日（月）～７月１８日（月） 

全天周映画ＨＡＹＡＢＵＳＡ絵コンテ特別展示 

６月１３日（月）、７月２９日（金）～８月７日（日） 

はやぶさカプセルレプリカ展示 

展示協力：株式会社島精機製作所（和歌山市） 

７月１５日（金）～８月１７日（水） 

池下章裕「リアル・スペース・アート展」 

７月２４日（日） 

講演会「あかつき飛行中：金星との再会をめざして」 

講師：ＪＡＸＡ宇宙科学研究所教授 佐藤 毅彦 氏 

７月３０日（土） 

池下章裕「リアル・スペース・アート展」トークライブ 

 

（４）2011 市民平和のつどい『ヒロシマ原爆展 ／ 江成常夫写真展～ヒロシマ万象～』 

  ア 内 容 「2011 市民平和のつどい」として広島平和記念資料館所蔵の資料等及び

江成常夫氏から寄贈された写真約 30点を展示した。 

  イ 期 間 ８月２５日（木）から８月３１日（水）まで 

  ウ 観覧料 無料 

  エ 広 報 市広報、ホームページ、ポスター、チラシ 

  オ 構 成 ①「ヒロシマ原爆展」 

・被爆資料（実物資料）の展示。 

・原爆被災写真等のパネルの展示 

・平和関連図書コーナー 

・ビデオ上映コーナー 

・折鶴作成コーナー、 

          ・平和へのメッセージ作成コーナー 

        ②「江成常夫写真展～ヒロシマ万象～」 

写真家江成常夫氏から市へ寄贈された作品の展示 

  カ 観覧者 ５，１００人 

  キ 関連事業  

８月２８日（日） 被爆体験者講話と江成常夫氏講演会 参加者：３００人 

①被爆体験者の講話 話者：相模原市原爆被爆者の会（久保ヨシミ氏、

村田良成氏、植村キヨミ氏）、広島平和文化センター（松本都美子氏） 

②講演「レンズに映ったヒロシマ」 講師：江成常夫氏 

ク その他 市教育委員会後援事業として開催 

     为催：相模原市、広島市、(公財)広島平和文化センター・平和記念資料館   

     为管：市民平和のつどい実行委員会 
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(５) 博物館実習生制作展 

ア 内 容 博物館実習における実務実習の一環として展示制作を行い、実習生が企

画・資料研究・パネル制作・列品までを体験した。 

  イ 期 間 ９月１０日（土）～１０月１６日（日） 

  ウ 観覧料 無料 

  エ 広 報 ホームページ 

  オ 観覧者 ６，８０６人 

 

（６）収蔵品展「津久井郷土資料室所蔵資料紹介～市民の力で博物館資料へ～」 

 

  ア 内 容 津久井郷土資料室が保管する膨大な資料のうち、相模湖や観光、国勢調

査、陪審員、東京オリンピックなどに関わる資料を展示した 

  イ 期 間 １１月１日（火）～平成２４年２月２６日（日） ＊１２月２６～２８

日は展示替えのため閉室。 

  ウ 観覧料 無料 

  エ 広 報 ホームページ他 

  オ 観覧者 ２１,２８１人（「学習資料展」と同時開催） 

 

（７）学習資料展「大地さんと未来さんが見つける ちょっと昔のくらしⅧ 

～くらしと道具のうつりかわり～」 

ア 内 容 収蔵されている生活資料を中心に展示し、電化以前・以後のくらしと道

具の変化について考える機会とした。 

イ 期 間 １１月１日（火）～平成２４年２月２６日（日） 

ウ 観覧料 無料 

エ 広 報 市広報、ホームページ、ポスター、チラシ 

オ 観覧者 ２１，４９９人 

カ 関連事業 参加者総数： ４，２８１人 

①展示室デモンストレーション＆チャレンジ体験コーナー（指導：市民学芸員） 

 市民学芸員提供の昔の生活道具を実際に見て、触れ、使いながら現在との比較

を楽しく体験した。（10：00～16：00） 

１１月 ６日（日） 展示室デモ 参加者：２９８人 

１１月１３日（日） 展示室デモ＆チャレンジ体験 参加者：４１６人 

１１月２０日（日） 展示室デモ 参加者：１８３人 

１１月２３日（水・祝） 展示室デモ 参加者：２７８人 

１１月２７日（日） 展示室デモ 参加者：２０３人 

１２月 ４日（日） 展示室デモ 参加者：１９６人 

    １２月１１日（日） 展示室デモ＆チャレンジ体験 参加者：１５３人 

１２月１８日（日） 展示室デモ 参加者：１４４人 

    １２月２５日（日） 展示室デモ 参加者：１３８人 

     １月 ８日（日） 展示室デモ＆チャレンジ体験 参加者：２５１人 

１月１５日（日） 展示室デモ 参加者：２６４人 

１月２２日（日） 展示室デモ＆チャレンジ体験 参加者：３１２人 

     １月２９日（日） 展示室デモ 参加者：２５１人 

     ２月 ５日（日） 展示室デモ 参加者：２３２人 

     ２月１１日（土・祝） 展示室デモ＆チャレンジ体験 参加者：１４７人 

２月１２日（日） 展示室デモ 参加者：２０４人 

２月１９日（日） 展示室デモ 参加者：３０５人 

２月２６日（日） 展示室デモ 参加者：２７６人 
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 ②展示解説（解説：担当学芸員） 

１１月１３日（日）                   参加者：  ６人 

１２月１１日（日）                   参加者：  １人 

１月２２日（日）                   参加者： １７人 

２月１１日（日）                   参加者：  ６人 

 

（８）春季企画展「田名塩田遺跡群とその時代」同時開催「速報展示 さがみはら発掘最

新情報」 

  ア 内 容 田名塩田地区の区画整理事業に伴って調査された田名塩田遺跡群と、そ

の周辺遺跡を取り上げ、市内有数の遺跡密集地である同地の歴史を探る

ための展示を行った。また、同時開催として近年発掘調査された市内の

他遺跡を紹介し、郷土の歴史を学び、発掘調査に関する市民の理解と協

力を促進する機会に資する展示を行った。  

  イ 期 間 ３月１７日（土）～５月６日（日） 

  ウ 共 催 文化財保護課 

  エ 観覧料 無料 

  オ 観覧者 ３，２４６人（３月１７日～３１日、１０日間のみ） 

  カ 関連事業 

    ３月２０日（火） 展示解説 参加者 ３７人 

    ３月２５日（日） 「博物館収蔵庫見学ツアー」全４回 参加者７３人 

    （以下２４年度予定） 

    ４月１５日（日） 展示解説 

    ４月２２日（日） 「田名向原・当麻地区の遺跡を歩こう！」 参加者３７名 

    ５月６日（日）  展示解説 

 

 

３ 講座・講演会・教室・観望会等の事業 
 

（１）博物館の日 

ア 内 容 毎月第４日曜日を博物館の日として各分野の体験や講演会を実施した。 

イ 実施日５月２９日（日）～２月１９日（日）全１０回 

ウ 参加者総数：延べ １,５７８人 

エ 内容・参加者・講師 

５月２９日 第２回民俗講演会「相模原の神楽と獅子舞」 参加者：６４人 

講 師 久保田裕道氏（相模原市史民俗編調査執筆員） 

＊民俗講座「市史民俗編を読む（展開編）」の公開講座 

６月２６日 第３回地質の日「火山灰を顕微鏡で見てみよう」 参加者：１６４人 

講 師 当館学芸員、相模原地質研究会会員 

７月２４日 講演会「あかつき飛行中：金星との再会をめざして」参加者：７５人 

講 師 ＪＡＸＡ宇宙科学研究所教授 佐藤 毅彦 氏 

８月２６日～２７日 博物館クイズラリー 参加者：５８９人 

案 内 市民学芸員 

９月２４日 市史講演会「相模原の占領と米軍基地の成り立ち」参加者：１１１人 

講 師 羽田博昭（現代通史編調査執筆員） 

１０月２３日 第７回地質の日「いろいろな砂を顕微鏡で見て 

みよう」 参加者：１４５人 

講 師 当館学芸員、相模原地質研究会会員 

１１月２７日 第８回歴史の日講演会「北里柴三郎博士のフロンティアスピリット」 
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          参加者： ５９人 

講 師 森 孝之氏（㈻北里研究所北里柴三郎記念室次長・医学博士） 

１２月２５日 植物の日ワークショップ「葉っぱでカレンダーをデコレーションしよ

う」 参加者：７４人   

講 師 当館学芸員、相模原植物調査会会員 

   １月２９日 第１０回民俗の日「繭うさぎ作り」 参加者：１９３人 

     講 師 市民学芸員 

   ２月１９日 第１１回歴史講演会「神奈川道と相模川水運 参加者：１０４人 

              ―江戸時代の小麦・塩・薪炭の流通を巡って－」 

     講 師 西川武臣氏（横浜開港資料館副館長） 

 

（２）天文展示室展示解説 

ア 内 容 リニューアルした天文展示室の展示解説を行った。 

イ 実施日 ４月２３日（土） 

ウ 参加者 １０人 

エ 対 応 当館指導为事、天文担当職員 

 

（３）ユーリーズナイト 

ア 内 容 ユーリイ・ガガーリンが、人類初の宇宙飛行を行ってから５０周年を記

念して講演会等を開催した。 

イ 実施日 ４月２３日（土） 

ウ 参加者 １２５人 

エ 講 師 的川泰宣氏（ＪＡＸＡ名誉教授）、鳥嶋真也氏、大貫剛氏、松浦晋也氏、

高木俊暢氏（JAXA 宇宙科学研究所） 

 

（４）民俗講座「市史民俗編を読む」（展開編） 

ア 内 容 市史民俗編を読む入門編参加者を元に「市史を読む会」を組織し、展開

編として月１回ペースでさらに細かい内容について確認していく。民俗

講演会を組み込みながら実施。 

イ 実施日 ４月２４日（日）～７月３日（日） 全４回（＊２２年度からの継続。

全体の開会回数は全１１回） 

ウ 参加者 延べ １６１人（２３年度の参加者数） 

エ 講 師 加藤隆志（当館学芸員）他 

 

（５）博物館のまわりのミニ観察会 

  ア 内 容 博物館周辺で身近な動植物を観察する。 

  イ 実施日 ５月１４日（土）～３月２４日（土）全１３回 

  ウ 参加者 延べ１０９人 

  エ 講 師 当館学芸員 

 

（６）地質学講座「丹沢衝突-石老山と陣馬山周辺の地質-」 

ア 内 容 石老山礫岩は、丹沢が本州に衝突する直前に本州との間に存在した浅い

海溝を埋めた堆積物が元になっており、丹沢の衝突過程を推定する上で

重要な鍵を握る地層である。海溝を埋めて堆積した石老山礫岩と丹沢に

衝突された側で見られる地層（小仏層群）の特徴と重要性を解説し理解

を深めた。 

イ 実施日 ５月８日（日）～６月５日(日) 全４回 

ウ 参加者 延べ １０９人 

エ 講 師 河尻清和（当館学芸員） 



平成 23 年度相模原市立博物館年報 

 -14- 

（７）古川宇宙飛行士ＩＳＳ入室パブリックビューイング 

ア 内 容 古川聡宇宙飛行士のＩＳＳ入室に合わせてエントランスホールでパブリ

ックビューイングを開催した。 

イ 実施日 ６月１０日（金） 

ウ 参加者 １５人 

エ 対 応 天文担当職員 

 

（８）夏休み子ども学習相談 

ア 内 容 小中学生を対象に夏の自由研究などのアドバイスをした。 

イ 実施日 ７月１７日（日）～８月３１日（水） 

ウ 参加者 延べ ４９人（３２件） 

エ 講 師 当館指導为事、学芸員、学習指導員 

 

（９）スターウォッチング 

ア 内 容 星空を一定の条件下で観察することにより、夜間照明などの環境について

目を向けるとともに広く地球規模での環境保全の対策を市民と共に考えた。 

イ 実施日 ７月２３日（土）、１月２１日（土） 

ウ 参加者 延べ２７人 

エ 対 応 天文担当職員、プラネタリウム解説員 

オ 協 力 相模原の環境をよくする会（事務局：市環境対策課） 

 

（1０）小中学生のための生物学教室 

  ア 内 容 学校の授業よりも一段階レベルの高い本格的な生物学の実習を体験させ

ることにより、科学への視野を広げることを目的とした。 

  イ 実施日 ７月２４日（日） 

  ウ 参加者 １７人 

エ 講 師 当館学芸員 

 

（１１）ＪＡＸＡ特別公開関連事業 

ア 内 容 ＪＡＸＡ相模原キャンパス特別公開日に、ミニミニ宇宙学校、映像によ

るメッセージ「我々が宇宙人」の開催と、プラネタリウムでは番組「は

やぶさのその先へ」、全天周映画 ＨＡＹＡＢＵＳＡ BACK TO THE EARTH

を各２回（／日）上映した。 

イ 実施日 ７月２９日（金）、３０日（土） 

ウ 参加者 延べ １，９４４人 

エ 対 応 ＪＡＸＡ職員 

 

（１２）子ども鉱物教室「鉱物のふしぎ」 

ア 内 容 実験や観察を通して結晶成長や結晶形、硬度など、鉱物についての初歩

を学習し、鉱物への興味を深めた。 

イ 実施日 ７月３１日（日）、８月７日（日）全２回 

ウ 参加者 延べ ６０人 

エ 講 師 河尻清和（当館学芸員）、相模原地質研究会会員 

 

（１３）「宇宙のまち、相模原」スペースツアー 

ア 内 容 宇宙食体験、望遠鏡製作、水ロケット制作・試射等、宇宙にまつわる

様々な体験を通じて、子供たちに宇宙への夢とロマンを育み、心の豊かさ

を醸成した。 

イ 実施日 ８月６日（土） 
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ウ 参加者総数：７６人 

エ 講師・指導 ＪＡＸＡ宇宙科学研究所教授 阪本成一氏、ＪＡＸＡ宇宙科学研究

所准教授 岩田隆浩氏、相模原青年会議所 

オ 共催 相模原青年会議所・相模原市都市整備公社 

 

（1４）大日野原遺跡発掘調査現地見学会 

ア 内 容 平成２０年度から中央大学と共同で緑区沢井大日野原遺跡の学術発掘調

査を実施している。今年度の発掘調査期間（７月２９～８月１３日）に

あわせ、広く市民に調査成果を公表するため、発掘調査の現地説明会を

実施した。 

イ 実施日 ８月１２日（金） 

ウ 参加者 ５０人 

エ 講 師 小林謙一氏（中央大学准教授）、現地調査員、当館学芸員 

 

（１５）博物館クイズラリー 

ア 内 容 自然・歴史及び天文常設展示室の内容を問題に設定し、クイズラリー形

式で、小学生を中心とした来館者に展示内容を知らせる機会とした。 

イ 実施日 ８月２７日（土）、８月２８日（日） 全２回 

ウ 参加者 延べ ５８９人 

エ 案 内 市民学芸員 

 

（１６）日本惑星科学会一般講演会 

ア 内 容 「太陽系起源物質とはやぶさリータンサンプルの初期分析」「宇宙に生命

を探す」と題した講演会を開催した。 

イ 実施日 １０月２２日（土） 

ウ 参加者 ６７人 

エ 講 師 土`山 明さん（大阪大学大学院教授）、関根康人さん（東京大学大学院講

師） 

（１７）天文教室 

ア 内 容 天体望遠鏡の操作とデジタルカメラでの天体撮影、パソコンで画像処理

する技術を学んだ。併せて教室終了後に受講生の有志により天文ボラン

ティアを結成した。 

イ 実施日 １０月２９日（土）～１２月１７日（土） 全６回 

ウ 参加者 延べ８２人 

エ 講 師 遠山御幸氏（プラネタリウム解説員）、天文担当職員 

 

（１８）学びの収穫祭 

  開館記念事業の一つとして、博物館を拠点に活動するボランティアグループや、学芸

員が関わっている中学や高校の部活動などが、日ごろの活動の成果を発表した。また、

プラネタリウムドームを用いて地質の講演会を開催した。 

  ア 実施日 １１月１９日（土）、２０日（日） 

  イ 参加者 延べ ２２５人 

   

（１９）入館者２００万人達成記念プラネタリウムコンサート『ジャズの調べと月と星』 

ア 内 容 入館者２００万人達成を記念し、プラネタリウムコンサートを実施した。 

イ 実施日 １１月１９日（土） ２回講演 

ウ 参加者 延べ ３７５人 

エ 出 演 ＳＨＯＢＩ ＪＡＺＺ ＯＲＣＨＥＳＴＲＡ 

 



平成 23 年度相模原市立博物館年報 

 -16- 

（２０）プラネタリウム講演会「下を向いて歩こう～津久井の地形と地質の魅力」 

ア 内 容 「学びの収穫祭」関連事業として、プラネタリウムのドームスクリーン

を活用して、地質分野の講演会を行った。 

イ 実施日 １１月２０日（日） 

ウ 参加者 ５７人 

エ 講 師 河尻清和（当館学芸員） 

 

（２１）ミニ講演会「マトガワ先生、イトカワを語る」 

ア 内 容 小惑星探査機はやぶさプロジェクトなどについての講演会を開催した。 

イ 実施日 １０月２５日（火） 

ウ 参加者 １３４人 

エ 講 師 的川泰宣氏（ＪＡＸＡ名誉教授） 

オ その他 相模原市教育委員会後援事業として開催 为催 神奈川新聞社 

 

（２２）「宇宙の日」作文絵画コンテスト 

ア 内 容 自然科学への関心を高める機会として、青尐年を対象に、「宇宙を利用し

て未来の○○」をテーマとした絵画や作文を公募・審査した。（文部科学

省ほかが为催する「宇宙の日」作文絵画コンテストに参加） 

また、当館応募作品予備受賞作品を展示、公開した。 

イ 期 間 公募：４月８日（金）～７月３１日（日） 

展示：１２月１日（木）～１２月２７日（火） 

ウ 応募者 作文１３人、絵画１３６人 

 

（２３）皆既月食直前ガイド 

ア 内 容 講演「月食のお話」と冬の星空観望会（４グループ各 20分）を行った。 

イ 実施日 １２月１０日（土） 

ウ 参加者 延べ １１５人 

エ 講 師 ＪＡＸＡ宇宙科学研究所教授 阪本成一氏 

 

（２４）博物館で学ぶ高校生物学講座 

ア 内 容 大人になってから改めて高校レベルの生物学を学びたい人や、一足先に

高校生物学を学びたい小中学生向けに実際の授業に近い講義を行った。 

イ 実施日 ２月１８日（土）～３月１０日（土） 全４回 

ウ 参加者 延べ ７４人 

エ 講 師 谷川明男氏（東京大学）、木場英久氏（桜美林大学）、当館学芸員 

 

（２５）星空観望会 

ア 内 容 季節に応じた天体観測により天文知識の普及を図った。 

※ 東日本大震災後、４～６月の３ヶ月間休止した。 

※ 開催回数を月２回（８月のみ４回）、当日受付先着１２０人の定員と

して７月から再開した。 

イ 実施日 金曜日、土曜日 

ウ 参加者 延べ １，２８３人（１８回実施） 

エ 対 応 当館職員、プラネタリウム解説員、市民学芸員 

 

（２６）市史講演会  

ア 内 容 相模原市史編さん事業に関連する内容で講演を行った。 

  イ 実施日 ７月９日(土) 参加者総数 102人 

  ウ 演題・講師 「日本歴史の中の相模原－津久井地域（3）－」 
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          神崎彰利（市史編さん特別顧問） 

 

  エ 実施日 ９月２４日（土） 参加者総数 111人 

  オ 演題・講師 「相模原の占領と米軍基地の成り立ち」 

          羽田博昭（現代通史編調査執筆員） 

 

  カ 実施日 ３月２４日（土） 参加者総数 82人 

  キ 演題・講師 「日本歴史の中の相模原－津久井地域(4)－」 

          神崎彰利（市史編さん特別顧問） 

 

４ プラネタリウム・全天周映画 
 

（１）平成２３年度観覧者合計 ６１，６４８人 

 

（２）一般投影（プラネタリウム） 

ア 内 容 解説員による季節の星空解説と企画番組で構成（所要約４０分） 

イ 番 組 「スペースミュージアムへようこそ 

～ハッブル宇宙望遠鏡の見た宇宙～」 

４月１日（金）～５月２７日（金） 

「はやぶさのその先へ～太陽系大航海時代～」 

５月２８日（土）～７月３１日（日） 

「四季のふしぎ～夏・秋 編～」 

８月２日（火)～９月３０日（金） 

「人類は火星をめざす～有人宇宙飛行５０周年～」 

１０月１日（土）～１１月３０日（水） 

「２０１２年の華麗なる天体ショー」 

１２月１日（木）～平成２４年１月３１日（火） 

「四季のふしぎ～冬・春 編～」 

２月１日（水）～３月３１日（土） 

 

ウ 開始時間 平日、土・日・祝日・特別上映期間…午後２時４０分（※） 

※５月２７日（金）までは午後２時３０分 

※６月１３日（月）のみ「はやぶさのその先へ」を午前１

１時から投影した。 

エ 観覧者  １６，９５２人 

 

（３）一般投影（こどもプラネタリウム） ※新規※ 

ア 内 容 解説員による季節の星空解説と企画番組で構成（所要約４０分） 

※ 親子で一緒にプラネタリウムを楽しめる番組として、

平成２３年度から新規に投影を開始した。 

イ 番 組 「おしえて！さがぽん お月さまってなぁに？」 

４月１日（金）～１２月２７日（火） 

※７月２９日（金）、３０日（土）を除く 

「おしえて！さがぽん 宇宙のおしごと」 

平成２４年１月４日（水）～［９月２日（日）まで投影予定］ 

ウ 開始時間 土・日・祝日・特別上映期間…午前１１時 

エ 観覧者  ７，９３５人 
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（４）全天周映画 

ア 内 容 大型映像の全天周映画作品を上映 

イ 番 組 ①「銀河鉄道の夜」（所要約３５分） 

〔平成２１年７月１１日(土)〕～通年 

②「ＨＡＹＡＢＵＳＡ BACK TO THE EARTH～帰還バージョン・デ

ィレクターズカット」（所要約４５分） 

〔平成２３年１月８日（土）〕～通年 

ウ 開始時間 ①土・日・祝日・特別上映期間…午後３時５０分（※） 

②平日…午後３時５０分（※） 

土・日・祝日・特別上映期間…午後１時３０分 

※５月２７日（金）までは午後３時３０分 

エ 観覧者  ２４，０９９人 

 

（５）学習投影 

ア 内 容 小中学校、幼稚園・保育園の団体観覧用の番組 

イ 番 組 小中学校向け「月の形と動き」 

「星の動き（夏／冬）」 

「空を見上げると（夏／冬）」 

「太陽と惑星」 

「太陽系の仲間たち」 

「月の形と動き」 

幼児向け  「うちゅうの七にんきょうだい」 

「ピーターパンのぼうけん」 

「ぼくらのうちゅうりょこう～ダーツでめぐる銀河の旅～」 

「おしえて！さがぽん お月さまってなぁに？」※新規※ 

「おしえて！さがぽん 宇宙のおしごと」※新規※ 

ウ 投影時間 事前に利用団体と調整し、平日の午前１回、午後１回（最大）投影 

エ 観覧者  １２，６６２人 

 
（６）広 報 

プラネタリウム・全天周映画番組ごとに案内ポスター・パンフレットを作成 

 

 

５ その他 
 

（１）情報サービスコーナー 

ビデオ作品年間視聴回数            計 ２１７回 

ＤＶＤライブラリー作品年間視聴回数      計 ７４３回 

ＣＤ－ＲＯＭ文庫のソフト年間閲覧回数     計  １３回 

 

 

６ 学校と博物館の連携を進める研究会 

 
（１）趣 旨 

学校教育の場で児童・生徒の多様な学習要求に応じた幅広い学習活動充実のために、

博物館の効率的かつ積極的な利用を図り、博物館の持っている機能を十分に生かす学校

と博物館の連携のあり方を研究・協議する機関。 
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（２）委員構成  任期２年（平成２２年７月１日～平成２４年６月３０日） 

氏  名 備     考 

笠 井 正 元 共和中学校総括教諭 委員長 

大神田 由香里 宮上小学校総括教諭 副委員長 

田 中 穣 一 田名北小学校教諭 

武 田 直 行 中野小学校教諭 

長 友 広 成 大沢小学校教諭 

有 働 裕美子 共和小学校教諭 

小 山   賢 旭中学校教諭 

 今 井 正 巳 緑が丘中学校教諭 

 

（３）活動状況 

回 開催日 おもな内容 

１ ７月１日（金） 

「博物館貸し出しキット」について 

各研究員からの提案 

個人またはグループでの活動内容の決定、担当学芸員の確認 

天文展展示室見学（4月リニューアルオープン） 

はやぶさ帰還 1 周年企画展見学 

２ １０月２０日（木） 

「博物館貸し出しキット」について 

進捗状況の報告（グループ別） 

貸し出しの手順、申請書の書式の検討 

３ ２月１７日（金） 

「博物館貸し出しキット」について 

第７期貸し出しキットについての、各委員による作成成果の

報告。 

第８期のテーマについての検討 

 

７ 広報・出版等 
 

（１）印刷物・刊行物 

ア 企画展・学習資料展のポスター・パンフレット等 

イ プラネタリウム・全天周映画のポスター・パンフレット等 

 

（２）有償刊行物一覧（平成２４年３月３１日現在） 

 

博物館と市役所行政資料コーナー等で販売            売上総計 196,130円 

書             名 販売価格 
発行 売上 

年月 冊数 

①博物館 図録・報告書等売上 

 9,730 円 

ア、特別展・企画展図録等   

郷土の巨匠・岩橋英遠展 ¥1,000 7 11 完売 

江单の至宝 ¥1,300 8 2 完売 

相模原の昆虫－身近にいる小さな仲間たち－ ¥350 8 4 完売 

日本の宇宙開発 ¥1,000 8 11 完売 

絵図から地形図へ－近代地形図の誕生と発展－ ¥2,550 9 7 完売 

太陽系－母なる太陽とその家族を巡る－ ¥700 9 11 完売 

浮世絵名品展 ¥1,800 10 9 完売 
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水生昆虫の世界－水の中の小さな虫たち－ ¥1,200 11 7 完売 

描かれた農耕の世界 ¥1,500 11 10 完売 

花を描き、花を知る－植物画の魅力－ ¥1,200 12 7 完売 

幕末・維新の相模原－村の殿様 旗本藤澤次謙と村人た

ち－ 
¥1,500 12 10 完売 

星の測量－角度をはかり、位置をもとめる－ ¥700 13 7 1 

”道”再発見－道の役割とその移りかわり－ ¥1,500 13 10 完売 

昆虫のふしぎ ¥500 14 7 0 

水晶ってすばらしい！－その美と実用の魅力－ ¥1,000 15 7 0 

晃嶺の百花譜 ¥1,500 16 7 0 

相模原－その開発と変貌－ ¥800 16 10 6 

地球４６億年 ¥900 17 7 0 

相模川・桂川流域の縄文時代 ¥950 18 10 完売 

イ、報告書等     

研究報告第７集 １９９９ ¥850 10 3 完売 

研究報告第８集 ２０００ ¥850 11 3 完売 

研究報告第９集 ２００１ ¥900 12 3 完売 

研究報告第１０集 ２００２ ¥900 13 3 完売 

研究報告第１１集 ２００２ ¥850 14 3 完売 

研究報告第１２集 ２００３ ¥900 15 3 0 

研究報告第１３集 ２００４ ¥900 16 3 0 

研究報告第１４集 ２００５ ¥900 17 3 0 

研究報告第１５集 ２００６ ¥1,050 18 3 0 

研究報告第１６集 ２００７ ¥1,150 19 3 0 

研究報告第１７集 ２００８ ¥1,150 20 3 0 

研究報告第１８集 ２００９ ¥700 21 3 0 

研究報告第１９集 ２０１０ 配布のみ 22 3 在庫なし 

研究報告第２０集 ２０１２ 配布のみ 24 3 在庫なし 

相模原市民俗調査報告書 大島地区の自然と文化 ¥900 10 3 完売 

地図資料目録Ⅰ 相模原市作成の地図 ¥1,000 11 3 完売 

地図資料目録Ⅱ 一般図・为大図・地形図 ¥1,200 12 3 完売 

桐生亮コレクション標本目録 ¥1,150 13 3 完売 

相模原市民俗調査報告書 大島・上矢部・田名・上溝・

当麻地区の民俗 
¥600 14 3 1 

資料目録４ テフラ標本目録 ¥850 15 3 1 

資料目録５ 相模原植物誌Ⅰ ¥600 15 3 0 

古淵Ｂ遺跡旧石器時代資料再整理調査報告書 ¥850 17 3 0 

博物館所蔵古文書目録 ¥900 17 3 1 

境川流域民俗調査報告書 ¥500 17 3 完売 

博物館資料調査報告書 相模川の水生昆虫 ¥1,700 20 3 1 

さがみはら自然ガイド カエル見つけた！！ ¥180 21 5 1 

ウ、展示解説書         

常設展示解説書 ¥1,000 8 11 0 

 

②市史・町史 

博 物 館 と 市 役 所 行 政 資 料 コ ー ナ ー 及 び 市 書 店 共 同 組 合 加 盟 店 で 委 託 販 売          

市史・町史計 800,950 円 
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ア、相模原市史 

相模原市史 第 1巻 （中世以前通史） \2,300 S39.11 3 

相模原市史 第 2巻 （近世通史） \3,400 S42. 3   5 

相模原市史 第 3巻 （近代通史） \2,800 S44. 2  2 

相模原市史 第 4巻 （現代通史） \3,200 S46. 3 2 

相模原市史 第 5巻 （中世・近世資料集） \4,500 S40.11 2 

相模原市史 第 6巻 （近代資料集） \3､200 S43. 2 1 

相模原市史 第 7巻 （別編） \1,900 S47. 3 0 

相模原市史 現代図録編 \1,500 H16.11 32 

相模原市史 現代資料編 \3,700  20. 3 6 

相模原市史 自然編 \3,400  21. 5 36 

相模原市史 民俗編 \2,550  22. 3 23 

相模原市史 民俗編ＤＶＤ版 \1,550 22．3 10 

相模原市史 現代通史編 \2,100  23. 3 34 

相模原市史ノート創刊号 \ 350  16. 3 4 

相模原市史ノート第 2 号 \  700 17. 3 2 

相模原市史ノート第 3 号 \ 600  18．3 2 

相模原市史ノート第 4 号 \ 600  19. 3 2 

相模原市史ノート第 5 号 \ 600  20. 3 3 

相模原市史ノート第 6 号 \ 700  21. 3 5 

相模原市史ノート第 7 号 \ 700  22. 3 5 

相模原市史ノート第 8 号 \ 650  23. 3 13 

相模原市史調査報告書 1 旧石器時代遺跡資料調査報告書  \1,400  19. 3 4 

相模原市史調査報告書 2 動植物調査目録 \2,400  21. 3 2 

相模原市史調査報告書 3 相模原周辺の関東ローム層中の植物珪

酸体からみた過去 8万年間の気候植生変化 

\1,500  21. 3 11 

 

相模原市史調査報告書 4 相模原市地域の第 4 紀地史研究のため

の指標テフラ（火山灰） 

\2,300  21. 3 9 

相模原市史調査報告書 5 縄文時代遺跡資料調査報告書 \1,000  21. 3 6 

相模原市史調査報告書 6 勝坂有鹿谷祭祀遺跡資料報告書 \1,350  22. 3 14 

相模原市史調査報告書 7 当麻山無量光寺歴代上人墓所石造塔婆

群調査報告書 

\1,200 23. 3 6 

 

イ、城山町史 

城山町史 1 資料編 考古・古代・中世 \7,000  4. 3 3 

城山町史 2 資料編 近世 \6,000   2. 3 1 

城山町史 3 資料編 近現代 \7,000   5. 3 1 

城山町史 4 資料編 民俗 \5,150 S63. 3 3 

城山町史 5 通史編 原始・古代・中世 \3,500 H 7. 3 1 

城山町史 6 通史編 近世 \3,500   9. 3 3 

城山町史 7 通史編 近現代 \3,500   9. 3 2 

城山風土記 1 近現代編 \ 600   3. 3 3 

城山風土記 2 近世文書を読むために  \ 700   6. 3 5 

城山風土記 3 九十歳の雑記帳 \ 600   7. 3 2 

城山風土記 4 歴史・民俗編 \ 600   8. 8 9 

城山風土記 5 町の歩みをふりかえる  \ 600   9. 3 9 

城山町史資料所在目録 近世文書 \3,600 S60. 3 2 

城山町史資料所在目録 近現代文書・近世文書補遺 \2,900 S61.12 2 
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城山町史新聞記事目録 \1,200 S62. 3 1 

町史の窓（復刻版） \1,100 H18. 3 3 

 

ウ、津久井町史 

津久井町史 資料編 近世 1 \2,000 16. 3 4 

津久井町史 資料編 考古・古代・中世 \2,900  19. 3 9 

津久井町史 資料編 近代・現代 \3,150  21. 2 5 

津久井町史 資料編 近世 2 \3,550 23. 3 15 

ふるさと津久井 第 1 号 \1,000 12. 3 完売 

ふるさと津久井 第 2 号 特集 山に生きる \1,000  13. 3 完売 

ふるさと津久井 第 3 号（特別号） 津久井の古地図 \1,000  14. 3 完売 

ふるさと津久井 第 4 号 特集 養蚕と織物(1) \1,000  15. 9 完売 

津久井町史調査報告書「津久井町の昆虫Ⅰ」 \1,700  16. 3 7 

津久井町史調査報告書「津久井町の昆虫Ⅱ」 \1,500  20. 3 5 

津久井町史資料目録 公文書１ \2,300  22. 3 0 

津久井町史資料叢書１ 事務報告１ \1,850  22. 3 0 

津久井町史資料叢書２ 事務報告２ \1,850  22. 3 0 

 

エ、相模湖町史 

相模湖町史 歴史編 \14,000  13. 3 2 

相模湖町史 民俗編 \ 5,600  19. 2 3 

相模湖町史 自然編 \11,550  20. 2 2 

オ、藤野町史 

藤野町史 資料編上 \3,000   6. 3 1 

藤野町史 資料編下 \3,000   6. 3 0 

藤野町史 通史編 \4,000   7. 3 2 

ふじの町史 研究誌（第 1号） \ 600   2.11 1 

ふじの町史 研究誌（第 2号）   完売 

ふじの町史 研究誌（第 3号） \ 600   5. 3 4 

ふじの町史 研究誌（第 4号）   6. 2 完売 

ふじの町史 研究誌（第 5号） \ 600  8. 3 1 

 

（３）他の機関等との関連 

ア ポスター掲示 

前述の各ポスターを、市各機関・近隣博物館等へ送付し、掲示を依頼した。 

イ 記事提供 

広報さがみはら、相模原記者クラブ、新聞・雑誌・タウン誌等のメディアなどへ

記事・パンフレットなどの情報を提供した。。 

ウ 放送番組ロケ 

Ｊ－ＣＯＭ、ＦＭさがみ、ショッパーなど博物館を紹介するテレビ・ラジオ番組

の取材に対応した。 
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８ 博物館学芸員実習 
 

学芸員資格習得のための実習として、８月２日～９月１４日の内実質８日間に１７人を

受け入れた。分野別受入大学は以下のとおり。 

分野 学校名 人数 分野 学校名 人数 

考古 
青山学院大学 １ 

生物 
創価大学 １ 

日本女子大学 １ 東京農業大学 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央大学 １ 
地質 

東京造形大学 １ 

歴史 

立正大学 １ 日本大学 １ 

青山学院大学 １ 専修大学 １ 

中央大学 １    

学習院大学 １    

民俗 

日本女子大学 １    

清泉女子大学 １    

東京造形大学 １    

東京学芸大学 １    

 

 

９ 学習利用 
 

学校及びそれに類する団体の利用（プラネタリウム学習投影、展示学習、職業体験等）

について、依頼に基づき博物館職員が対応した。 

 

月 件数 人数 月 件数 人数 月 件数 人数 

４月 ２ 334 ８月 2 51 １２月 １4 1,236 

５月 12 830 ９月 8 561 １月 22 1,665 

６月 29 1,819 １０月 14 1,141 ２月 31 1,901 

７月 16 717 １１月 38 3,993 ３月 18 1,101 

      年計 206 15,348 

 

１０ 博物館職員の講師依頼等 

 
市内各公民館・小中学校等で実施される講座・研修等について、依頼に基づき博物館職

員を講師として派遣した。（これに類するものも記載）   ５６件 

 演題等 依頼者 月   日 場 所 担 当 

1 自然体験教室活動研修 藤野体験の森やませ

み 

4月 13日（水） 沢井地区 秋山幸也 

 
 

2 

 

 

 

自然環境論「神奈川県の自

然環境の特徴」 

慶應義塾大学環境情

報学部 
6月 2日（木） 

慶應義塾

大学湘单

藤沢キャ

ンパス 

秋山幸也 

3 

 

エンジョイつくい～つくい

歴史ウォーキング～ 

市立津久井中央公民

館 
6月 5日（日） 青山 井上泰 

 

4 

民俗フィールドワーク入門

「地域の石仏に見る民間信
大磯町郷土資料館 6月 12日（日） 

大磯町郷

土資料館 
加藤隆志 
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仰」 

5 中庭に生育している自然の

植物を使った体験学習 
市立弥栄小学校 6月 21日（火） 

弥栄小学

校 
秋山幸也 

 

6 
神沢河原の学習 

桂川・相模川流域協

議会 
6月 26日（日） 神沢河原 秋山幸也 

7 ＰＴＡ親子講習会「望遠鏡

の作成」 
市立大沼小学校 7月 9日（土） 

大沼小学

校 
上原徹也 

8 

 
星空観望会 市立田名北小学校 7月 12日（火） 

田名北小

学校 
上原徹也 

9 
「地元学大野台」 市立大野台公民館 7月 13日（水） 

大野台公

民館 
河尻清和 

10 

星空観察会 藤野中央公民館 7月 22日（金） 

沢井公民

館・一の

尾 

有本雅之 

11 

 
「東日本大震災を考える」

～相模原市と友好関係にあ

る大船渡市の被害実態と求

められる支援とは～ 

市立上鶴間公民館 7月 28日（木） 
上鶴間公

民館 
秋山幸也 

12 

 
「夏の星空観察会」 市立横山公民館 8月 3日（水） 

横山公民

館 
有本雅之 

13 大和市教育研究所小中学校

理科研修 
大和市教育研究所 8月 4日（木） 博物館 上原徹也 

14 

 
環境フィールドワーク 県立相模原清陵高校 8月 5日（金） 

鵜野森・

陽光台 
河尻清和 

15 青根地域イベント星空観望

コーナー 
青根地域センター 8月 6日（土） 

青根地域

センター 
上原徹也 

16 小学校理科基礎技能研修 総合学習センター 8月 9日（火） 博物館 上原徹也 

17 

 
津久井観光センター建設関

係書類の調査 
市津久井経済観光課 8月 12日（金） 

神奈川県

立公文書

館 

井上泰 

18 

 

浅川及び多摩川河床礫の岩

石剥片作成 
東京都立日野高校 8月 18日（木） 

博物館実

習実験室 
河尻清和 

19 

 

浅川及び多摩川河床礫の岩

石剥片作成と偏光顕微鏡観

察 

東京都立日野高校 8月 19日（金） 
博物館実

習実験室 
河尻清和 

20 相模原教職員初任者研修 総合学習センター 8月 19日（金） 博物館 上原徹也 

21 

 
「防災講話」 市立大野单中学校 9月 1日（木） 

大野单中

学校 
秋山幸也 

22 「かんきょう学習セミナ

ー」 

市立環境情報センタ

ー 
9月 4日（日） 

環境情報

センター 
守屋博文 

23 

 
「鳥類の観察」 市立くぬぎ台小学校 9月 6日（火） 

くぬぎ台

小学校 
秋山幸也 

24 

 
津久井地域の歴史について 相武歴史研究会 9月 14日（水） 

上鶴間公

民館 
井上泰 

25 カイコのはなし 市立相模台小学校 9月 16日（金） 相模台小 秋山幸也 
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 学校 

26 

 
大船渡市における東日本大

震災被災地支援報告 
湘单地球科学の会 9月 17日（土） 博物館 秋山幸也 

27 

 

地域のあゆみに学ぶ：明治

期から戦前・戦後における

東林地区（大野地区）のあ

ゆみについて 

市立東林公民館 9月 21日（水） 
東林公民

館 
土井永好 

28 

 
「相模原の養蚕について」 市立淵野辺小学校 9月 21日（水） 

淵野辺小

学校 
加藤隆志 

29 

 自然教室「陣馬山で秋の草

花を楽しもう」 

神奈川県立陣馬自然

公園センター 
9月 29日（木） 

県立陣馬

山自然公

園センタ

ー 

秋山幸也 

30 

 

いのちを考える講座－東日

本大震災の被災地から 
大野中公民館 10月 4日（火） 

大野中公

民館 
秋山幸也 

31 

 
河原の植物市民学習会 

桂川・相模川流域協

議会 
10月 6日（木） 

神川橋下

の河原 
秋山幸也 

32 

 
「竹と農耕」 

神奈川県立歴史博物

館 
10月 8日（土） 

県立歴史

博物館 
加藤隆志 

33 「発展日本史」（養蚕農家の

記録） 
県立相模原総合高校 10月 20日（土） 

相模原総

合高校 
守屋博文 

34 津久井中央公民館スターウ

ォチング 
津久井中央公民館 10月 22日（土） 

青根地域

センター 
有本雅之 

35 

 
地層についての学習 市立若松小学校 11月 8日（火） 

若松小学

校 
河尻清和 

36 相中研理科部会 相中研理科部会 1月 11日（金） 博物館 上原徹也 

37 

 「植生から見る土地の歴史

と環境」 
市文化財保護課 11月 12日（土） 

田名向原

遺跡旧石

器時代学

習館 

秋山幸也 

38 

 

新磯高齢者学級【ロマン講

座】～見上げてごらん新磯

の星を～ 

市立新磯公民館 11月 17日（木） 
新磯公民

館 
有本雅之 

39 

 森－生きものの生息場 かしの木山自然公園 11月 23日（水） 

かしの木

山自然公

園 

秋山幸也 

40 

 
勝坂遺跡公園自然観察会 文化財保護課 

12月 10日（土） 

 

勝坂遺跡

公園 
秋山幸也 

41 津久井中央小学校出張観望

会 
津久井中央小学校 12月 16日（金） 

津久井中

央小学校 
上原徹也 

42 森づくりボランティア講座 

冬芽をとおして森を見よう 

財団法人相模原市み

どりの協会 
12月 17日（土） 博物館 博物館 
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43 
相小研社会科部会 相小研社会科部会 1月 11日（水） 博物館 上原徹也 

44 歴史講座「上溝の庶民の住

まいと暮らしかた（昭和初

期）」 

市立上溝公民館 1月 28日（土） 博物館 土井永好 

45 

野鳥観察法講座 
県立津久井湖城山公

園 
1月 28日（土） 

県立津久

井湖城山

公園 

秋山幸也 

46 

冬の星空観望会 
東林地区青尐年健全

育成協議会 
1月 28日（土） 

東林公民

館 
有本雅之 

47 
星空観測会 市立上鶴間公民館 1月 29日（日） 

上鶴間公

民館 
有本雅之 

48 相模原における原始、古代

のムラと生活 
神奈川県建築士会 2月 4日（土） 

小田急相模原駅

文化交流プラザ

（おださがプラ

ザ） 

河本雅人 

49 

トコロジストのすすめ 
城山エコミュージア

ム 
2月 5日（日） 

相 模 川

（緑区小

倉）ほか 

秋山幸也 

50 田名北小ＰＴＡ成人委員会

親子天体望遠鏡作り 
田名北小ＰＴＡ 2月 11日（土） 

田名北小

学校 
上原徹也 

51 相模原单ロータリークラブ

例会 

相模原单ロータリー

クラブ 
2月 14日（火） 

伊勢丹相

模原店 
有本雅之 

52 「第 158 回津久井の歴史こ

ぼれ話を語る会」 
城山地域史研究会 2月 19日（日） 

城山公民

館 
井上泰 

53 

星が丘公民館出張観望会 星が丘公民館 2月 25日（土） 

星が丘公

民館、星

が丘小学

校 

上原徹也 

54 
体験講座「化石（岩石）採

集から同定まで」 
市立上溝单中学校 3月 1日（木） 

相模川自然

の村「ビレ

ッ ジ 若 あ

ゆ」 

河尻清和 

55 
グリーンカレッジつくい

「歴史講座」 

津久井生涯学習セン

ター 

3 月 1 日～22 日

（毎週木曜日・計

４回） 

津久井生涯

学習センタ

ー 

井上泰 

56 
トコロジスト養成講座 横浜市環境創造局 3月 17日（土） 

横浜自然

観察の森 
秋山幸也 
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１１ 市民との協働 
 

（１）市民学芸員 

ア 内 容 博物館活動に市民が参加する機会として、参加者を募集。博物館の基礎

的な研修を受講した後、企画展、学習資料展等の企画・準備と関連事業

補助、クイズラリー運営、星空観望会補助等を実施した。 

イ 登録者 ３０人 

ウ 参加者 延べ ６２１人 

 

（２）さがみはら水生動物調査会 

ア 内 容 博物館で収蔵する水生動物の資料整理や講師派遣への協力を行った。 

イ 登録者 １５人 

ウ 参加者 延べ ３０人 

 

（３）相模原植物調査会 

ア 内 容 市域の植物相調査を行うとともに、標本作製、整理を行った。６月には

東日本大震災で被災した岩手県陸前高田市立博物館の植物標本の洗浄作

業に従事した。また、月１回程度の例会を行い、標本を使った植物分類

の勉強会を行った。 

イ 登録者 ４１人 

ウ 参加者 延べ ４４２人 

 

（４）相模原地質研究会 

ア 内 容 市内および周辺地域の地質調査や資料整理を行った。地質学講座や子ど

も鉱物教室など地質分野の教育普及活動を学芸員とともに行った。 

イ 登録者 １１人 

ウ 参加者 延べ ９９人 

 

（５）相模原縄文研究会 

ア 内 容 市内の縄文時代遺跡の調査と資料整理を行った。また、考古学講座の運

営を博物館と協働で行った。 

イ 登録者 １０人 

ウ 参加者 延べ １６０人 

 

（６）民俗調査会Ａ（１９年度結成） 

ア 内 容 「相模原民俗マップを作る」をテーマに、フィールドワークを行いなが

らマップ作りの準備作業を行った。 

イ 登録者 ２０人（平成２４年３月末現在） 

ウ 参加者 延べ １６４人（毎月一回実施しているフィールドワークの参加人数） 

   ＊なお、平成２３年３月１４日には、完成した新磯地区の散策マップを元に、一般

市民を広報等で募集して調査会員が実際に案内する「民俗探訪会」を実施した。

参加した一般市民は２４名であった。 

 

（７）民俗調査会Ｂ（１９年度結成） 

ア 内 容 鎌倉道・甲州道中・八王子道・津久井道などをテーマに、フィールドワ

ークを行った。 

イ 登録者 ３０人（平成２４年３月末現在） 

ウ 参加者 延べ ３２９人（毎月一回実施しているフィールドワークに参加した人数）    
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（８）鈴木重光資料整理（２２年度結成） 

  ア 内 容 津久井郷土資料館（当時）に保管されていた鈴木重光氏が寄贈された資

料のうち、未整理のものについて目録化などの整理を行った。今後継続

して作業を行い、収蔵展示なども行う予定である。 

  イ 登録者 １３人（平成２４年３月末現在） 

  ウ 参加者 延べ ２５８人（月２回程度実施している作業に参加した人数） 

 

（９）相模原市立博物館天文クラブ（２３年１２月２４日発足） 

ア 内 容 相模原市立博物館と協働して、身近に起きる天文現象の記録化と資料を

図り、資料の保存事業や展示等の教育普及事業に協力する活動を行う。 

 イ 登録者 １１人（平成２４年３月末現在） 

ウ 参加者 延べ２１人（１月～３月：天体写真撮影、作品展示作業 

 

Ⅳ 資料管理 
１ 博物館収蔵資料点数（平成２４年３月３１日現在） 
 

博物館収蔵資料点数リスト 

分  野 分  類 収蔵庫名 収蔵点数 卖位 分野計 

考  古 考古資料 考古資料収蔵庫等 5,810  箱 5,810  

歴  史 歴史資料 古文書収蔵庫 5,906  点 

41,813  

歴史資料 生活資料収蔵庫 1,303  点 

歴史資料 特別収蔵庫 9,437  点 

古文書等市史資料 古文書収蔵庫 3,315  点 

古文書等市史資料 特別収蔵庫 21,740  点 

購入資料 特別収蔵庫 112  点 

民俗・地理 民俗・生活資料 生活資料収蔵庫・ 21,419  点 

28,861  

軍事資料 大型資料収蔵庫 1,565  点 

地図・写真資料 図面保管庫 5,877  点 

地  質 化石資料 地質資料収蔵庫等 189  点 

3,542  

岩石・薄片資料 地質資料収蔵庫等 1,138  点 

テフラ資料 地質資料収蔵庫等 1,352  点 

ボーリング資料 地質資料収蔵庫 323  点 

砂礫・泥流堆積物資料等 地質資料収蔵庫等 538  点 

文献 地質資料収蔵庫等 2  点 

動  物 魚類 液浸標本収蔵庫 40  点 

37,813  

昆虫類 動植物資料収蔵庫 37,567  点 

小動物等 液浸標本収蔵庫 140  点 

鳥類 動植物資料収蔵庫 61  点 

哺乳類 動植物資料収蔵庫 5  点 

植  物 乾燥標本等 動植物資料収蔵庫 45,924  点 

45,930  植物画資料 動植物資料収蔵庫 6  点 

天  文 スライド等 フィルム収蔵庫 2,108  点 

2,121 購入資料 天文展示室 13 点 

二次資料 図書 市民研究室等 40,197  点 

44,383  

ビデオ・CD-ROM，DVDソフト 情報サービスコーナー 428  点 

歴史関係図書類 古文書収蔵庫 3,758  点 

合       計 210,273  点  
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館内収蔵美術品資料点数リスト 
      

館内収蔵美術品（文化国際課扱）     

分  野 分  類 収蔵庫名 収蔵点数 卖位 分野計 

美 術 品 絵画 美術品収蔵庫 394  点  

書 美術品収蔵庫 55  点  

彫刻 美術品収蔵庫 2  点  

写真 フィルム収蔵庫 1,255  点 1,706  

      

 

館内収蔵市史資料     

分  野 分  類 収蔵庫名 収蔵点数 卖位 分野計 

市史資料 行政資料 古文書収蔵庫 600  点 600  

 

博物館関連施設収蔵資料点数リスト 

      

分  野 分  類 施設名 収蔵点数 卖位 分野計 

考  古 考古資料 相模湖資料収蔵庫 219 箱  

津久井郷土資料室 354  箱  

小原本陣・小原の郷 0  箱  

城山郷土資料保管庫 444  箱  

吉野宿ふじや 160  箱 1,177  

歴  史 歴史資料 津久井郷土資料室 688  点  

尾崎咢堂記念館 3，816  点  

小原本陣・小原の郷 254  点  

城山郷土資料保管庫 95 箱  

吉野宿ふじや 669  点 5,522  

民俗・地理 民俗・生活資料 津久井郷土資料室 14,503  点  

小原本陣・小原の郷 397  点  

城山郷土資料保管庫 847  点  

吉野宿ふじや 1,470  点 17,217  

動  物 昆虫類 吉野宿ふじや 115  点 115  

合       計 24,045  点  

 

２ 資料・収集整理 
 

分野 内       容 

考古 埋蔵文化財再整理（国庫補助事業） 

歴史 
寄贈・寄託された歴史資料の点検整理、市域生活資料の収集及び資料カード作成、尾

崎行雄(咢堂)関係資料の分類整理 

民俗 市域の民俗資料の収集及び収蔵番号の整備などの諸整理 

動物 動物資料の収集及び標本の作製・整理、適正な保管を目的とした点検作業 

植物 植物資料の収集及び標本の作製・整理、自然観察会の歴史的資料の収集 

地質 地質資料の収集及び標本の作製・整理、収蔵資料の整理 
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天文 
天文現象・太陽画像の撮影 

インターネットによる公開天文台ネットワーク等からの画像収集 

情報 他博物館より送付された刊行物の整理 

 

３ 購入資料 
 

区  分 内       容 

学術専門雑誌 
考古学ジャーナル、月刊むし、天文月報等の専門雑誌１５種 
（市民研究室、天文研究室で開架） 

 

４ 有害生物管理の実施 
 

（１）受入れ資料のくん蒸 

年３回、受入れ資料を対象に洗浄乾燥室においてガス薬剤（エキヒューム）を用いた

定期的な被覆くん蒸を実施した。 

 

（２）有害生物調査 

7 月～10 月、収蔵庫および作業室を対象に、各種トラップを用いて有害生物の侵入状

況を調査した。 

 

５ 資料の特別利用 
 

利用総件数 ７９件（平成２３年度中に利用申請されたもの） 

 

資    料 区    分 利用期間 申 請 者 目  的 

大 正 １ ４ 年 地 形 図

（1/25000 座間） 他 

閲覧・複写 4月 2日 個人 課題研究 

小山浩二氏寄託文書 閲覧・複写・撮

影 

4月 13日 個人 調査研究 

小山浩二氏寄託文書 閲覧・複写 4月 16日 個人 調査研究 

大 正 １ ４ 年 地 形 図

（ 1/25000 八王子） 

他 

閲覧・複写 4月 21日 個人 調査研究 

小山浩二氏寄託文書 

他 

閲覧・複写・撮

影 

4月 26日 個人 調査研究 

昭和１６年・１７年撮

影航空写真 

閲覧・複写 4月 27日 市文化財保護課 行政事務 

篠﨑道弘氏寄贈資料 

他 

複写・撮影 5月 1日 個人 調査研究 

座間照義氏寄贈資料 閲覧 5月 8日 個人 調査研究 

旧新磯村役場資料 他 閲覧・複写・撮

影 

5月 11日 相武台のナベトロ遺

跡をたどる会 

調査研究 

大 正 １ ４ 年 地 形 図

（1/25000 上溝） 他 

複写 5月 11日 市生涯学習課城山教

育班 

行政事務 
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住居模型等（津久井郷

土資料室展示資料） 

撮影 5月 15日 個人 課題研究 

昭和３９年撮影航空写

真 

閲覧・複写 5月 20日 市資産税課 行政事務 

大山柏著勝坂遺跡報告

書 

閲覧 5月 28日 個人 調査研究 

写真等（津久井郷土資

料室保管資料） 

撮影 5月 28日 県立津久井養護学校 授業教材 

旧相原村役場資料 閲覧・撮影 6月 1日 個人 調査研究 

古淵Ｂ遺跡 報告書 

他 

館外貸出し・撮

影 

6月 7日 古淵自治会 刊行物掲載 

上溝商店街パネル等

（常設展示） 

撮影 6月 19日 個人 調査研究 

小型唐箕（小原宿本陣

保管資料） 

撮影 6月 17日 個人 調査研究 

迅速図 原町田 他 閲覧・複写 6月 23日 個人 調査研究 

大 正 １ ４ 年 地 形 図

（1/25000 上溝） 他 

閲覧 6月 26日 個人 調査研究 

有色人工水晶 他 館外貸出し 7月 7日～ 

9月 10日 

福井市自然史博物館 展示資料 

田名村絵図（複製品） 

他 

撮影 7月 15日 個人 課題研究 

縄文土器 館外貸出し 7月 20日～ 

8月 5日 

県立相模原総合高校 講座教材 

市史現代図録編掲載写

真 

その他（転載） 7月 26日 ㈱有隣堂 刊行物掲載 

迅速図（上溝 他） 模写 7月 27日 市生涯学習課城山教

育班 

調査研究 

昭和３９年～平成５年

撮影航空写真 

閲覧・複写 7月 28日 市資産税課 行政事務 

昭和２２年撮影航空写

真 

閲覧・撮影 7月 30日 個人 調査研究 

昭和２９年撮影航空写

真 

撮影 8月 7日 個人 調査研究 

相模大野地区景観写真

フィルム 

館外貸出し 8月 10日～ 

8月 20日 

㈱プライムクロス ホームペー

ジ上に公開 

渋谷茂氏寄贈資料 閲覧 8月 17日 個人 調査研究 

昭和４４年・４８年撮

影航空写真 

閲覧 8月 18日 市開発調整課 行政事務 

大 正 １ ０ 年 地 形 図

（ 1/25000 原町田） 

他 

閲覧・複写 8月 20日 個人 課題研究 

橋本遺跡第Ｖ層文化層

出土の石器 

撮影・館外貸出

し 

8 月 26 日～

12月 16日 

岩宿博物館 展示資料・

刊行物掲載 

天野望氏寄託資料 閲覧・撮影 9月 2日 個人 調査研究 



平成 23 年度相模原市立博物館年報 

 -32- 

無量光寺寄託資料 館外貸出し（写

真データ） 

9月 2日 武蔵野大学仏教文化

研究所 

刊行物掲載 

久保田昌孝氏寄託資料 閲覧・複写 9月 6日 個人 調査研究 

大 正 １ ０ 年 地 形 図

（1/25000 上溝） 他 

複写 9月 6日 三光ホーム㈱ 社史編さん 

旧上溝村役場資料 他 閲覧・複写 9月 7日 個人 調査研究 

旧大野村役場資料 閲覧・コピー 9月 21日 個人 調査研究 

唐箕 館外貸出し 9 月 21 日～

11月 30日 

市農政課 講座資料 

相模原市史第１巻掲載

資料 

館外貸出し 9 月 22 日～

10月 15日 

㈱武蔵文化財研究所 図面作成 

旧大野村役場資料 閲覧・撮影 10月 5日 個人 調査研究 

昭和３１年撮影航空写

真 他 

閲覧・複写 10月 12日 市学校施設課 行政事務 

都会及び農村第４巻１

１号 他（津久井郷土

資料室保管資料） 

撮影 10月 21日 個人 調査研究 

田名向原遺跡の住居状

遺構 

館外貸出し（写

真データのみ） 

10 月 21 日～

3月 27日 

春日部市文化財保護

課 

刊行物掲載 

津久井郡城山の植物 

他（津久井郷土資料室

保管資料） 

撮影 10月 26日 個人 ホームペー

ジ上に公開 

橋本遺跡出土品 等 館外貸出し 11 月 1 日～

11月 6日 

市文化財保護課 展示資料 

水生昆虫パネル 館外貸出し 11 月 4 日～

11月 6日 

串川カッパ隊 展示資料 

尐年倶楽部（大正期）

表紙（津久井郷土資料

室保管資料） 

撮影 11月 9日 株式会社エヌ・アン

ド・エス企画 

刊行物掲載 

旧麻溝村役場資料 閲覧・撮影 11月 10日 個人 調査研究 

勝坂有鹿谷祭祀遺跡出

土遺物写真 

館外貸出し 11月 17日 國學院大學考古学研

究室 

講演資料 

田下駄 他（津久井郷

土資料室保管資料） 

撮影 11月 20日 法政大学現代福祉学

部 

課題研究 

小學國語讀本巻七 他 撮影 11月 28日 個人 調査研究 

昭和５３年～５５年撮

影航空写真 

閲覧・撮影 12月 8日 市資産税課 行政事務 

橋本村地引全図 館外貸出し 12 月 14 日～

12月 15日 

市橋本公民館 講座資料 



平成 23 年度相模原市立博物館年報 

 -33- 

田名向原遺跡第２次調

査出土品 

館外貸出し 12 月 15 日～

12月 28日 

市文化財保護課 展示資料 

勝坂有鹿谷祭祀遺跡出

土の祭祀遺物写真 

掲載・館外貸出

し 

1月 6日 編集工房レイヴン 刊行物掲載 

電気炊飯器 等 館外貸出し 1月 8日～ 

2月 5日 

市立若草小学校 授業教材 

昭和１１年～４９年撮

影航空写真 

閲覧・複写 1月 9日 個人 講座資料 

下中丸遺跡出土蛇装飾

付土器写真 

館外貸出し（写

真データのみ） 

1月 15日～ 

3月 11日 

富士見市立水子貝塚

資料館 

展示資料・

刊行物掲載 

糸繭商道具一式 掲載・館外貸出

し 

1月 24日～ 

4月 28日 

横浜みなと博物館 展示資料・

刊行物掲載 

大 正 １ ０ 年 地 形 図

（ 1/25000 原町田） 

他 

閲覧・複写 1月 25日 個人 調査研究 

昭 和 ４ １ 年 地 形 図

（ 1/25000 原町田） 

他 

閲覧 1月 29日 個人 調査研究 

小川忠久氏寄託資料 閲覧・複写 1月 31日 個人 調査研究 

糸車 館外貸出し 2月 11日～ 

2月 14日 

市立大野台小学校 授業教材 

吉川央一氏寄託資料 閲覧・複写 2月 16日 個人 調査研究 

峯尾実氏寄贈資料 館外貸出し（写

真データ） 

2月 22日 堺市文化課 展示資料 

鈴木健司氏寄託資料 閲覧・複写 2月 25日 個人 調査研究 

田名丸山遺跡出土品 館外貸出し 3月 8日～ 

5月 18日 

市文化財保護課 展示資料 

戦役記念図書台帳 閲覧・撮影 3月 10日 個人 調査研究 

清水昭善氏寄託資料 閲覧・複写 3月 15日 個人 調査研究 

小原宿絵図 他 閲覧・撮影 3月 15日 小原宿活性化推進会

議・里の案内人の会 

資料調査 

相模陸軍造兵廠敷地配

置図 

複写 3月 16日 個人 調査研究 

白図（1/3000） 上溝 閲覧 3月 28日 個人 調査研究 

大 正 １ ０ 年 地 形 図

（1/25000 上溝他） 

閲覧 3月 28日 個人 調査研究 

市史現代図録編 他 閲覧・複写 3月 28日 個人 調査研究 

昭和３１年撮影航空写

真 他 

閲覧・撮影 3月 28日 個人 調査研究 

小山浩二氏寄託資料 閲覧・複写 3月 29日 個人 調査研究 

小山浩二氏寄託資料 閲覧・複写 3月 30日 個人 調査研究 
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Ⅴ 調査研究 
 

分野及び調査者 内容と成果 

考古資料の調査 

河本 雅人 

大日野原遺跡の発掘調査を実施し、（中央大学との共同調査）

縄文時代中期の集落跡の一部を検出した。 

民俗資料の調査 

加藤 隆志 

市内の祭礼・行事の調査をして、ホームページ上の「博物館の

窓」の「民俗の窓」において随時掲載した。 

歴史資料の調査 

土井  永好 

市域の近・現代生活資料等を整理・分類し、一部を学習資料展

に反映させた。長野県軽井沢町に残る尾崎行雄関係の未出資料

を把握し、所蔵者協力のもと継続的な目録化調査に着手した。 

植物資料の調査 

秋山 幸也 

市内の維管束植物などの植物相調査を進め、その中で明らかに

なった市内に自生する絶滅危惧植物の保全、増殖事業に着手し

た。 

地質資料の調査 

河尻 清和 

相模原市周辺の付加体、单部フォッサマグナ、中津層群、関東

ローム層等を調査した。調査結果の一部はホームページの「博

物館の窓」において掲載した。中津層群のチャート礫について

日本地質学会第 118 年学術大会において発表し、研究報告書に

掲載した。 

天文資料の調査 

杉本 芳秋 

上原 徹也 

有本 雅之 

プラネタリウム学習投影教材のデジタル化（プロジェクターの

活用） 

 

※検討会委員等の派遣 

 

神奈川県生物多様性保全検討委員会 秋山幸也 

神奈川県水源河川県民調査アドバイザー 秋山幸也 

県立津久井湖城山公園自然に関する連絡会委員 秋山幸也 
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Ⅵ 市史・町史編さん 
 

１ 相模原市史 
 

（１）市史編さん審議会 

  ア 趣旨 市史編さんに関する重要な事項について、市長の諮問に応じて調査・審議

する附属機関、委員１０人。事務統合のため平成２２年度から津久井町史につい

ても取り扱うこととした。 

  イ 委員構成（任期２年） 
平成 21年 7月 31日～平成 23年 7月 30日（＊平成 22年 4月 1日～平成 24年 3月 31日） 

氏 名 備 考 選出区分 

岩 橋 清 美 東京都公文書館職員 学識経験者 

金 子 信 男 公募委員 公募委員 

高 橋 順 一 桜美林大学教授            副会長 学識経験者 

中 村 洋 子 大野单公民館長 学識経験者 

樋 口 雄 一 元神奈川県公文書館郷土資料課長 学識経験者 

藤 川 まなみ 桜美林大学准教授 学識経験者 

保屋野 洪 子 公募委員 公募委員 

山 下 義 幸 元明治大学教授            会長 学識経験者 

大 塚 喜 一 元津久井町教育委員会教育委員長（＊） 学識経験者 

奈 良 雅 之 元相模湖町立北相中学校長（＊） 学識経験者 

 
平成 23年 7月 31日～平成 25年 7月 30日（＊平成 24年 4月 1日～平成 25年 7月 30日） 

氏 名 備 考 選出区分 

梅 田 和 冶 公募委員 公募委員 

大 塚 喜 一 元津久井町教育委員会教育委員長（＊） 学識経験者 

篠 崎 好 男 公募委員 公募委員 

高 村 敦 子 元相模原市立中央中学校教諭 学識経験者 

中 村 洋 子 大野单公民館長            副会長 学識経験者 

長 澤 敬 子 元相模原市立くぬぎ台小学校長 学識経験者 

奈 良 雅 之 元相模湖町立北相中学校長（＊） 学識経験者 

樋 口 雄 一 元神奈川県公文書館郷土資料課長    会長 学識経験者 

藤 川 まなみ 桜美林大学准教授 学識経験者 

矢 野 英 明 帝京大学教職大学院客員准教授 学識経験者 

 

  ウ 活動状況 

回 開催日 おもな内容 

１ ８月２３日（火） 

（１）会長及び副会長の選出、（２）平成２２年度市史・町

史編さん事業の状況、（３）平成２３年度市史・町史編さん

事業について、（４）相模原市史現代通史編・津久井町史資

料編近世２について 

２ ３月２２日（木） 

（１）平成２３年度市史・町史編さん事業について、（２）

相模原市史考古編について、（３）津久井町史付帯刊行物に

ついて、（４）津久井町史編さん基本方針の変更について 

 

（２）市史編集委員会 

  ア 趣旨及び委員構成 

    市史の編集方針及び執筆内容を検討する委員会。任期２年、委員１０人、年２回

開催 
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イ 活動状況 

回 開催日 おもな内容 

１ ９月 １日（木） 
（１）平成２２年度及び平成２３年度市史編さん事業実施

状況、（２）相模原市史現代通史編について 

２ ３月１１日（日） 
（１）平成２３年度市史編さん事業の実施状況、（２）相模

原市史考古編について 

 

（３）各専門部会の活動状況 

 ① 近現代部会 

  ア 部会の開催（現代テーマ編に向けたテーマの絞込み・検討） 

       ８回（５月７日、７月２日、８月２０日、９月１０日、１１月１９日、 

１２月１７日、２月４日） 

  イ 津久井巡検の実施  ３月１７日（土） 

 

 ② 考古部会 

  ア 部会の開催（考古編の内容検討） 

       ３回（６月２６日、１２月２５日、１月３０日） 

  イ 『相模原市史考古編』の刊行 Ａ４判、５８９ページ、１５００部 

 

 ③ 文化遺産部会 

  ア 巡検の開催 ２回（６月２１日、６月２９日） 

  イ 社寺調査  ４回（１０月７日、１１月２５日、１１月３０日、３月１日） 

      事前調査  ７１社寺終了（２０年８月６日開始） 

      予備調査  ２５寺終了（２０年８月２６日開始） 

  ウ 絵馬（奉納額）調査の実施 ２回（４月２１日、６月１６日） 

  エ 土木遺産の調査  １回（１月２５日） 

 

（４）普及事業 

  ア 『相模原市史ノート』第９号の発行 Ａ５判、１０７ページ、７００部 

  イ 市史講演会の開催 

     実施日 ７月９日（土） 参加者総数１０２人 

     演題・講師 「日本歴史の中の相模原－津久井地域（３）－」 

            神崎彰利（市史編さん特別顧問） 

 

     実施日 ９月２４日（土） 参加者総数１１１人 

     演題・講師 「相模原の占領と米軍基地の成り立ち」 

            羽田博昭（現代通史編調査執筆員） 

 

     実施日 ３月２４日（土） 参加者総数８２人 

     演題・講師 「日本歴史の中の相模原－津久井地域（４）－」 

            神崎彰利（市史編さん特別顧問） 

 

  ウ 市史刊行物の販売（相模原市史及び旧津久井４町の刊行物） 

     各行政資料コーナー、博物館で販売 

     相模原市書店協同組合加盟店での販売を実施（平成２０年４月～） 
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２ 津久井町史 
 

（１）町史編集委員会 

     町史編さんに必要な資料調査・収集を行うとともに、刊行物の企画及び構成の検討・

編集等を行う委員会。任期２年、委員１５人。なお、委員会は、平成２０年８月の要綱

改正により、必要に応じて編集委員長が招集し、部会及び特別部会ごとに開催する。 

 

（２）各専門部会の活動状況 

 町史編集委員会に設置された原始・古代、近世、近代・現代、自然の各部会及び合同

部会長会議を開催し、刊行物の方針・構成等の検討や刊行に向けた執筆・準備作業を行

った。 

① 原始・古代部会 

  ア 部会の開催（通史編１の刊行に向けたスケジュールや構成・執筆者の検討など） 

       ２回（８月１３日、１１月５日） 

  イ 調査の実施 

・旧津久井町内巡検 １回（１２月１０日） 

・考古資料調査 現地踏査や遺物確認等の調査を１月から随時実施 

 

 ② 中世部会 

  ア 調査の実施 

    ・中世資料調査 中世文書や棟札等の調査を２月から随時実施 

 

③ 近世部会 

  ア 部会の開催（通史編２の方針・構成やスケジュール、新規執筆者の検討など） 

       ３回（９月２４日、１１月２５日、３月７日） 

  イ 調査の実施 

・近世資料調査 個人所蔵資料の所在確認調査を１１月１６日及び２月から随時 

実施 

  

④ 近代・現代部会 

  ア 部会の開催（通史編２の方針・構成やスケジュール、新規執筆者の検討など） 

       ２回（１０月２５日、２月２３日） 

  イ 分科会の開催（通史編の構成等について時代別に検討） 

    ・近代分科会 １回（３月２３日） 

  ウ 調査の実施 

    ・近代・現代資料調査 個人所蔵資料の確認・筆耕等の調査を４月から随時実施 

  エ 資料目録の刊行 

    ・『津久井町史資料目録 公文書２』 Ａ４判、２３７ページ、５００部 

 

 ⑤ 自然部会 

  ア 部会の開催（自然編執筆状況及び内容確認など） 

       ２回（７月２６日、３月２３日） 

  イ 分野別会議の開催（自然編執筆内容を分野別に確認） 

    ・地質分野 １回（１０月２７日） 

    ・動物分野 １回（１０月２７日） 

    ・植物分野 ２回（１０月２１日、１月２０日） 

    ・昆虫分野 ２回（１０月２６日、１月２６日） 

  ウ 調査の実施 

    ・地質分野調査 旧町内各地において、地質や景観の写真撮影を１２月から随時 
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実施 

  エ 調査報告書の刊行 

    ・『津久井町の昆虫Ⅲ』 冊子版 Ａ４判、１５７頁、３００部 

ＣＤ版も併せて作成  

    ・『津久井町の植物』  冊子版 Ａ４判、９２頁、３００部 

ＣＤ版も併せて作成  

 

 ⑥ 合同部会長会議 

  ア 会議の開催（基本方針の修正について、刊行物・通史編準備状況の報告など） 

１回（３月７日） 

 

（３）津久井町史懇話会 

  ア 趣旨及び委員構成 

     津久井町史編さん基本方針に定められた刊行物の企画等に対する助言及び資料

に関する情報提供などを行う組織。任期２年、委員７名、年２回開催。元津久井

町史編さん委員会委員を中心に組織（２３年度末で設置要綱廃止）。 

  イ 活動状況 

回 開催日 おもな内容 

１ ９月 ８日（木） 津久井町の水車についての情報交換 

２ ３月２７日（火） 津久井町の昔の自然についての情報交換 

 

（４）普及事業 

  ア 『ふるさと津久井』第５号の発行 Ａ５判、１１４ページ、７００部 

  イ 町史刊行物の販売（相模原市及び旧津久井４町の刊行物を含む） 

     各行政資料コーナー、博物館で販売 

     相模原市書店協同組合加盟店での販売を実施（平成２０年４月～） 
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Ⅶ 博物館関連施設 
 

１ 尾崎咢堂記念館（緑区又野） 

 
尾崎咢堂記念館は、「憲政の神」といわれた尾崎行雄（咢堂）を多くの人に知ってもらお

うと、生誕地である尾崎家代々の屋敷跡に昭和 32年 1月に建設された。 

 敷地内には、尾崎自身の筆による「善悪乃標準の碑」が建てられており、館内には写真

や肖像画、遺品のほかに幅広い活動の足跡を物語る資料が保存、展示されている。 

 

（１）善悪乃標準の碑 

敷地内に入って、右手にある秩父産の花崗岩でできた高さ 3メートル、幅 50センチメ

ートルの碑面には、「世人乃幸福をます言行ハみな善事之をへらす言行ハみな悪事」の文

が刻まれている。碑は、東京都港区の故上木長氏の所有のものを、咢堂ゆかりの地に保

存したいとの希望を受けて、昭和 46年に現在の場所に建てられた。 

 

（２）咢堂桜 

尾崎行雄が東京市長在職中の明治 45年、米国ワシントンのポトマック公園に 3,000本

の桜の苗木を贈り、「日米友好の証」を築いたことはよく知られている。ワシントンから

東京都足立区に里帰りした染井吉野など 4品種の桜苗木を『咢堂桜』と命名、その内の

『普賢象』1本を記念館の庭に植樹した。 

 

2 吉野宿ふじや（緑区吉野） 

 
吉野宿は、江戸時代初期に定められた五街道のひとつ、「甲州道中」の 10番目の宿場で

江戸と甲府の中間にあたり、信州諏訪藩、高遠藩、飯田藩、高島藩などの参勤交代の常宿
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として栄えた。 

 「ふじや」は、かつて、旅籠「藤屋」として営まれていましたが、明治 29年の大火で焼

失し、現在の建物は明治 30年頃に建てられたものと言われている。 

 

（１）施設概要 

ア 延べ床面積 ２８４．５６㎡ 

イ 建物構造 木造２階建て 切妻造 平入の町屋建築 

ウ 入館料  無料 

 

3 津久井郷土資料室（緑区中野） 

 
明治 35年に第 1号が発刊されてから昭和にかけての「尐年倶楽部」「幼年倶楽部」「尐

女倶楽部」「婦人倶楽部」「尐年世界」「尐女世界」「婦人世界」「キング」、明治に発

行された講談本・日本のお伽噺・世界お伽噺など貴重な資料を所蔵している。 

 また、神奈川県下市町村が発行した自治体史の資料も数所蔵している。 

 

（１）江戸時代の教科書 

江戸時代の寺子屋で使っていた和綴じ古文書（女大学、日本地志など）、江戸、明治、

大正、昭和（戦前、戦中、戦後）にかけての貴重な教科書が収蔵されています。 

 

（２）むかしの農機具や生活用具 

大きな鋸、箱ゼン（食事に使用）、薬箱、薬調合器、織機、消防器具、農機具などを見

ることができます。 

 

4 入館者数一覧 

 
（１）尾崎咢堂記念館 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用人数（人） 開館日数（日） 1日平均（人） 

21年度 1,162 298 3.9 

22年度 1,364 295 4.6 

23年度 1,674 295 5.6 

合  計 4,200 888 4.7 
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（２）津久井郷土資料室 
 
 

 

 

 

 

 

 

（３）吉野宿ふじや 
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 利用人数(人) 開館日数（日） 1日平均（人） 

21年度 638 291 2.2 

22年度 748 290 2.6 

23年度 562 292 1.9 

合  計 1,948 873 2.2 

 利用人数(人) 開館日数（日） 1日平均(人) 

21年度 1,938 307    6.3 

22年度 1,874 304 6.2 

23年度 1,847 308 6.0   

合   計 5,659 919 6.2 
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